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人口50，090

　男25，883

　女26，207
世帯敏　　9，615

申告は20日まで

38年度県・市民税

ー
　
」
【
亀
歪
5

第一回定例市議会

ま
ず
産
業
の
振
興

教
育
内
容
の
充
実
に
重
点

国
県
市
道
の
整
備
も

溜
十
日
町
市
の
第
一
回
定
例
市
議
会
は
去
る
八
日
か
ら
開
か
れ
、
二
十
ぽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

…
…
三
日
ま
で
の
日
程
で
昭
和
三
十
八
年
度
の
予
算
案
な
ど
三
士
一
．
議
案
…
…

…
…
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
が
会
期
二
日
目
の
九
b
午
前
＋
時
か
ら
村
山
…
㎜
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よ

…
…
市
長
は
新
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
市
民
所
得
の
向
上
並
び
に
民
生
…
…

腺
安
定
の
向
上
に
力
を
入
れ
投
資
的
経
費
の
増
入
と
重
点
施
策
の
推
進
…
…

コ
…
…
に
全
力
を
尽
す
と
強
調
し
施
政
方
針
の
大
要
を
次
の
と
お
り
述
ぺ
ま
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ロ

…
㎜
し
た
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
㎜

私
は
市
長
就

任
後
四
ヵ
年
一

貫
し
て
＋
日
町

市
の
後
進
性
脱

却
の
た
め
努
力

を
続
け
て
参
り

ま
し
た
。
幸
い

市
議
会
を
は
じ

め
、
市
民
多
数

の
ご
指
導
と
ご

援
助
に
よ
り
、

＋
日
町
市
の
将

来
に
明
る
い
兆

が
見
え
て
お
り

ま
す
こ
と
は
、

ご
同
慶
に
た
え

ま
せ
ん
。

ご
承
知
の
よ
う

に
、
市
白
町
市

の
後
進
性
脱
却

を
図
る
根
源
は

変
通
整
備
を
中

心
と
す
る
社
会

資
本
の
充
実
と

豪
雪
対
策
で
あ
り
ま
す
。

　
　
交
通
整
備
に

　
　
努
力

　
先
づ
変
通
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は

市
長
就
任
以
来
特
に
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
し
た
が
、
幸
い
飯
山

線
の
改
醤
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

新
潟
行
き
準
急
が
実
現
し
、
更
に
本

月
二
十
五
日
に
は
、
長
野
行
き
の
準

急
が
沿
線
柱
民
の
協
力
に
よ
り
実
現

し
、
更
に
ジ
ー
ゼ
ル
カ
ー
の
増
車
に

よ
る
大
巾
な
改
善
が
見
込
ま
れ
て
お

り
ま
す
。
次
に
北
越
線
（
上
越
西

線
）
の
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
の
施
政
方
針
の
際
に
も
、
田
中
両

代
議
士
の
努
力
、
塚
田
県
知
事
の
援

助
に
よ
り
状
勢
が
明
る
い
と
申
し
あ

げ
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
に
す
で
に

霧
騨
誌
埋
覇
野
編

に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
通
常
国

会
に
提
案
さ
れ
て
お
り
ま
す
鉄
道
網

整
備
公
団
誇
置
法
が
成
立
い
た
し
ま

す
と
、
十
ヵ
年
以
内
に
約
九
十
三
億

円
の
建
設
費
を
も
っ
て
建
設
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
着

瀟
四
＋
八
線
謡
査
線
＋
五
醒

一
學
業
費
五
千
億
円
に
の
ぽ
り
ま
す
の

で
、
一
日
も
早
く
着
工
線
に
格
上
げ

し
、
着
工
を
推
進
い
た
し
た
い
と
思

一
い
ま
す
。
幸
い
全
国
の
鉄
道
新
線
建

｝
設
促
進
期
成
同
盟
会
長
は
。
塚
田
県

｝
知
箏
で
あ
り
、
田
中
大
蔵
大
臣
、
田

一
中
彰
治
本
線
期
成
同
盟
会
長
と
陣
容

譲
っ
て
套
す
の
で
・
見
通
し

一｝
は
明
る
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
更
に
、

τ
れ
詫
年
の
護
方
針
で
述
べ
ま

｝
し
た
二
級
国
道
の
昇
格
も
、
す
で
に

『
み
な
さ
ま
ご
承
知
の
と
わ
り
、
全
国

　
一
四
七
本
の
田
請
の
中
か
ら
見
事
二

本
の
昇
格
が
実
現
し
ま
し
た
。
更
に

｝
県
道
昇
格
も
入
間
線
が
本
年
実
現
し

一
ま
た
下
条
山
地
か
ら
中
条
轟
木
に
至

㎜
る
上
貫
線
の
県
道
昇
格
も
、
先
般
の

一
道
路
網
審
査
会
に
お
い
て
内
定
し
て

㎜
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
市
費
多
端

｝
の
お
り
か
ら
、
で
き
る
だ
け
国
、
県

の
事
業
費
に
よ
り
、
社
会
資
本
の
整

曜
努
力
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま

｝
す
。
一
例
を
あ
げ
る
な
ら
ぱ
、
県
道

一であ
る
と
橋
の
予
算
は
な
か
な
か
難

一
か
し
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
国
道
に

菊
た
た
め
薪
年
懸
樽
沢
憧

一
一
千
八
＋
万
円
　
中
条
而
之
沢
橋
に

軍
＋
万
円
の
予
算
が
先
般
馨

秀
り
ま
し
た
．
寒
東
｛
蓋

一
す
る
無
雪
道
路
の
一
環
で
あ
り
ま
す

一
八
箇
峠
の
ト
ン
ネ
ル
に
つ
き
ま
し
て

一
は
、
昨
年
二
百
万
円
の
調
査
費
に
よ

葦
鶉
褻
兀
了
し
、
本
震
は

黍
喜
嚢
華
の
た
め
、
九
百

『
万
円
の
予
算
が
決
定
し
て
参
り
ま
し

一
た
．
な
お
・
露
局
の
贅
と
し
て

｝
は
、
昭
和
四
†
年
に
東
京
i
新
潟
閥

㎝「［㎜　
次
に
昭
和
三
十
八
年
度
の
予
算
編

憾
あ
た
り
ま
し
て
は
、
国
県
予
算

一
の
編
成
と
も
に
ら
み
合
せ
、
本
市
而

皿
民
覆
の
型
並
び
罠
箋
定
の

豆
垢
を
入
れ
・
薙
箆
警

㎜
の
振
興
に
は
特
に
努
力
を
い
た
し
、
甲

・
各
款
諸
亭
業
の
推
進
に
意
を
配
り
ま

一一
し
た
。
昭
和
三
十
八
年
度
は
、
第
二

㎜
次
五
ヵ
年
計
画
の
最
終
年
度
に
あ
た

莞
で
、
虜
完
険
施
の
た
め

特
に
努
力
し
ま
し
た
　
そ
の
結
果

一が完
全
舗
装
と
な
り
、
無
雪
道
路
が

実
現
す
る
の
で
、
昭
和
四
十
年
ま
で

一，
に
ト
ン
ネ
ル
事
業
も
完
了
し
た
い
と

更
れ
て
婁
芸
れ
ま
た
・

｝
北
越
線
の
建
設
と
と
も
に
、
十
日
冊

一
市
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
画
期
的

｝
な
一
頁
を
画
す
も
の
と
期
待
さ
れ
ま

『㎜
す
。
更
に
昨
年
よ
り
変
渉
し
て
疹
り

｝
ま
し
た
く
リ
ボ
ー
ト
の
基
地
に
つ
き

「・

ま
し
て
は
、
十
二
月
漸
く
会
村
が
創

・
立
さ
れ
　
順
調
に
進
め
ば
本
奪
中
に

・
就
翫
の
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。
ご
の

一一
基
地
が
実
現
す
る
と
、
特
定
の
乗
客

．
便
だ
け
で
な
く
、
災
害
時
の
備
え
と

し
て
†
分
使
用
さ
れ
る
も
の
と
慰
い

ま
す
。

38

年
度
予
算
編
成

後
進
性
脱
却
の
た
め
の

｝
豪
雪
対
策

｝振
に
＋
R
町
霧
進
難
の
決

㎜
定
的
な
ガ
ン
に
な
っ
て
い
る
豪
鱈
対

冨
つ
い
て
申
し
あ
げ
薔
．
こ
の

厨
離
凝
哨
纂
謹
紳
騰写真は施政方針を述べる村山市長

漸
く
認
識
が
高
ま
り
、
災
害
基
本
法

の
成
立
を
促
し
、
更
に
昨
年
の
通
常

国
会
に
お
い
て
は
、
豪
雪
地
帯
対
策

特
別
措
置
法
が
成
立
、
豪
雪
地
帯
の

指
定
、
基
本
計
画
の
作
成
を
急
い
で

お
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
本
年
の
北
陸

一
帯
を
襲
っ
た
豪
雪
災
害
に
遭
遇
し

た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
十
日
卿
市
は

幸
い
多
年
の
経
験
と
準
備
が
十
分
で

あ
り
ま
し
た
の
で
、
一
部
の
輸
送
関

係
を
除
い
て
直
接
被
害
は
例
年
通
り

で
あ
り
ま
し
た
。
先
般
決
定
し
ま
し

た
｝
千
五
百
六
十
八
万
円
の
特
別
変

付
税
は
、
今
回
の
豪
雪
が
更
に
中
央

に
認
識
さ
れ
た
為
で
あ
り
ま
す
．
今

後
と
も
、
こ
の
経
験
と
機
会
を
逃
さ

す
、
塚
田
県
知
串
を
先
頭
に
、
豪
男

地
帯
を
一
丸
と
し
た
政
治
運
動
を
展

開
し
、
関
係
法
律
の
成
立
を
推
進
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

大
き
い
事
業
で
は
、
昭
和
三
十
七
、

三
十
八
年
度
に
計
画
さ
れ
て
お
っ
た

市
役
所
庁
舎
の
建
築
を
延
し
、
一
方

十
日
町
小
学
校
の
全
面
改
築
、
南
民

体
育
舘
の
建
築
、
下
条
小
学
校
屋
内

運
動
場
の
建
築
、
し
尿
処
理
場
の
建

設
等
い
す
れ
も
五
ヵ
年
計
画
に
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら

緊
急
を
要
す
る
の
で
予
算
化
し
た
わ

■
け
で
あ
り
ま
す
。
新
年
度
は
、
更
に

第
三
次
五
ヵ
年
計
画
を
審
議
会
の
答

申
を
得
て
策
定
し
、
十
日
剛
市
の
発

展
を
期
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
昭
和

三
十
七
年
度
は
水
沢
村
の
合
併
も
あ

・
り
、
現
計
予
算
額
は
一
般
会
計
で
六

億
円
を
空
破
す
る
大
型
予
算
と
な
り

十
日
町
小
学
校
を
は
じ
め
投
資
的
事

『
業
の
充
実
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た

が
、
新
年
度
は
織
物
業
の
不
景
気
に

よ
り
、
才
入
面
に
お
い
て
而
税
の
う

ち
法
く
分
が
大
巾
に
減
少
す
る
こ
と

｝
が
予
想
さ
れ
る
一
方
、
給
与
所
得
の

増
に
よ
る
自
然
増
が
見
込
ま
れ
ま

｝
す
．
ま
た
、
才
入
の
二
十
五
％
を
占

め
、
毎
牙
県
下
一
、
二
番
目
に
交
付

を
受
け
て
い
る
地
方
変
付
税
は
、
政

府
の
地
方
財
政
計
画
に
よ
る
と
、
相

覇
馨
が
期
讐
れ
て
ぢ
ま

一
す
。
ま
た
、
繰
越
金
に
八
百
万
円
見

．
込
み
ま
し
た
の
は
、
昭
和
三
†
七
年

　一
度
特
別
地
方
交
付
税
の
決
定
が
大
申

に
増
え
た
た
め
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

．
ほ
か
、
国
庫
支
出
金
及
び
市
債
の
大

癌
は
爺
隻
よ
晶
誓
れ
た

．
辺
地
振
興
法
に
よ
る
分
と
、
し
尿
処

、
理
施
設
に
着
手
す
る
た
め
で
あ
り
ま

㎜
す
。
こ
の
ほ
か
則
産
収
入
及
び
寄
付

｝
　
第
三
は
、
教
育
の
充
実
で
あ
り
ま

す
。
過
去
三
ヵ
年
十
日
町
小
学
校
、

一
六
箇
小
学
校
、
三
ッ
山
分
校
等
の
大

㎜
事
業
が
続
き
、
経
常
費
の
伸
び
が
お

霰
獣
無
替
醒
霧
紺
璽

屡
編
罐
ま
し
蒙
藩

一
麗
の
奮
箆
予
篶
塁

一
新
設
し
た
ほ
か
、
学
校
間
の
格
差
解

驚
た
め
小
、
中
学
校
の
消
粍
品
、

｛
備
・
郎
費
の
配
分
に
つ
い
て
は
特
に
意

　
万
眉
る
と
と
も
に
、
冬
季
分
校
の

一
備
晶
費
を
新
設
し
、
恵
ま
れ
ぬ
辺
地

皿
の
警
鐙
を
図
呈
し
た
．
ま
た

一
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
ミ
ル
ク
給
食

｝
の
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
実
施
を
予
定

吾
。
噸
麩
雑
難
粥
鍵

皿
の
二
分
の
一
負
担
を
願
う
万
針
で
、

㎜
関
係
者
と
協
議
中
で
あ
り
、
地
元
の

㎜
意
見
が
ま
と
ま
り
次
第
、
追
加
予
算

【
で
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

金
の
大
巾
減
は
、
十
日
町
小
学
校
の

竣
工
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
一

方
才
出
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
事
務

的
経
費
等
消
費
経
費
は
、
極
力
こ
れ

が
圧
縮
に
努
め
、
投
資
的
経
費
の
増

大
と
こ
れ
が
軍
点
配
分
に
努
力
い
た

｝
し
ま
し
た
・

　特に

予
算
編
成
の
重
点
と
し
て
は

　
一
、
産
業
の
振
興

　
二
、
国
県
市
道
の
整
備

　
三
、
教
育
の
充
実

　
四
、
社
会
保
瞳
費
の
拡
充

　
五
、
衛
体
施
設
の
充
実

の
五
項
目
に
お
い
た
が
、
特
に
辺
地

と
の
地
域
間
の
行
政
格
差
の
是
正
に

は
極
力
意
を
注
ぎ
ま
し
た
。

教
育
は
内
容
の
充
実
へ

織
物
振
興
に
百
万
円

　
先
す
第
一
に
産
業
の
振
興
で
あ
り
　
　
　
　
一
、
米
　
　
作

ま
す
が
、
昨
年
よ
り
不
況
に
遭
遇
し
　
　
　
　
二
、
畜
　
　
産

て
い
る
織
物
業
は
今
織
物
組
合
を
中
　
　
　
　
三
、
養
　
　
蚕

心
に
、
そ
の
体
質
改
善
の
た
め
真
剣
　
　
　
　
四
・
林
　
　
産

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
必
の
振
興
に
つ
い
て
・
特
に
重
点
的
に

す
や
こ
の
難
関
を
克
服
し
、
十
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
算
計
上
を
い
た
し
ま
し
た
。

織
物
の
繁
栄
を
も
た
ら
す
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
・
そ
の
対
策
窒
第
二
は
、
国
県
題
の
薦
で
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
国
県
事
業
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
百
万
円
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
は
、
す
で
に
述
ぺ
た
通
り
で
あ

ま
た
、
数
年
前
よ
り
曲
り
角
に
き
て

お
り
ま
す
農
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
り
ま
す
が
、
市
道
の
改
良
促
進
に
は

て
は
・
農
業
構
造
改
善
事
業
の
推
進
．
辺
地
の
道
路
改
良
を
大
巾
に
実
施
す

に
つ
と
め
る
と
と
も
に
・
十
日
町
市
る
ほ
か
、
市
道
予
算
は
相
当
多
額
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
上
い
た
し
ま
し
た
．

農
業
の
四
本
の
柱
で
あ
り
ま
す
。

す
．
更
に
中
学
検
の
分
校
統
合
に
つ

い
て
申
し
あ
げ
ま
す
と
、
昨
年
来
よ

り
教
育
委
員
会
が
関
係
地
区
と
協
議

を
重
ね
、
順
次
統
合
の
機
運
が
熟
し

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
通
学
道
路
の
整

備
、
父
兄
の
同
意
等
ま
だ
十
分
と
は

思
わ
れ
な
い
の
で
、
本
年
度
は
道
路

の
整
備
機
運
の
醸
成
等
に
努
力
し
て

ゆ
く
方
針
で
あ
り
ま
す
。

国
保
は
七
割

給
付
実
施

　
第
四
は
、
社
会
保
障
費
の
拡
充
で

あ
り
ま
す
。
保
護
基
準
の
引
上
げ
に

ょ
る
生
活
保
護
費
、
医
療
扶
助
費
の

増
額
、
特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康

保
険
扇
業
に
お
い
て
、
世
帯
主
の
七

割
給
付
を
四
月
一
日
よ
り
実
施
い
た

し
ま
す
の
で
、
医
療
費
が
二
百
五
十

万
円
増
額
に
な
り
ま
す
が
、
貧
乏
の

九
十
％
が
病
気
に
原
因
し
て
い
る
と

い
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
将
来
世

帯
全
昌
の
六
割
給
付
、
更
に
七
割
給

付
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
低
所
得
者
の
保
険
料
の
減
免
が
本

葎
よ
り
実
施
さ
れ
、
減
免
額
が
全
部

国
庫
補
助
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
国
民
年
金
事
業
、
保
育
施

設
の
充
実
、
失
菜
対
策
事
業
の
実
施

等
と
そ
れ
ぐ
計
圃
し
て
お
り
ま

す
。
第
五
は
，
衛
生
施
設
の
充
実
で

あ
り
ま
す
。
昨
年
よ
り
研
究
し
て
参

り
ま
し
た
し
尿
処
理
施
設
の
建
設
は

川
西
町
と
共
同
で
本
年
中
に
建
設
に

着
手
す
べ
く
、
予
定
地
は
塵
芥
焼

却
場
の
側
で
、
将
策
火
葬
場
を
移

し
、
衛
生
セ
ン
タ
ー
に
す
る
構
想
で

あ
り
ま
す
。
総
額
は
約
八
千
六
百
万

円
、
二
ヵ
年
継
続
事
藁
の
予
定
で
、

現
在
補
助
起
債
を
国
に
申
請
、
猛
運

動
中
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
中
条
病
院

を
含
む
北
原
の
簡
易
水
道
を
、
本
年

実
施
す
る
よ
う
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
年
少
者
を
中
心
に

し
た
育
少
年
の
社
会
教
育
、
婦
人
団

体
に
対
す
る
助
成
、
交
通
対
策
協
議

会
の
設
置
等
社
会
を
明
る
く
す
る
た

め
、
苦
し
い
財
政
状
態
の
中
で
積
極

的
な
施
策
を
盛
り
こ
み
ま
し
た
。
更

に
特
別
会
計
に
つ
い
て
申
し
あ
げ
ま

す
。
国
民
健
康
保
険
事
業
ぱ
、
先
ほ

ど
社
会
保
瞳
の
項
で
申
し
あ
げ
た
と

お
り
、
給
付
率
の
引
き
上
げ
に
重
点

を
お
き
ま
し
た
。
上
水
道
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
昭
和
三
十
七
年
度
に

漸
く
待
望
の
給
水
戸
数
三
千
戸
を
突

破
し
、
給
水
量
も
上
昇
を
見
て
お
り

て
、
な
お
琿
額
一
千
百
二
十
六
万
円

の
起
債
償
還
を
か
＼
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
百
万
円
程
度
の
蛍
年
度
赤
字

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
後
と
も
水
道

事
業
の
啓
発
に
努
め
、
赤
字
解
消
に

努
力
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
以
上
才
出
予
算
の
重
点
事
項
を
ご

説
明
申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
特
別
会

計
を
合
せ
総
額
で
六
億
八
千
八
百
六

万
八
千
円
の
大
型
予
算
と
な
り
ま
し

一
た
．
な
お
、
今
後
と
も
財
政
運
営
に

つ
い
て
は
、
細
心
の
注
意
を
払
い
、

健
全
財
政
を
堅
持
し
な
が
ら
、
明
る

く
豊
か
な
市
政
を
築
く
た
め
、
全
力

を
傾
倒
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
．
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十
八
年
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1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
11

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
腿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
U

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
U

青
少
年
の
つ
ど
い

　
市
教
委
社
会
教
育
課
で
は
、
こ
の

春
、
市
内
七
中
学
校
を
卒
業
し
、
就

職
さ
れ
る
人
た
ち
と
、
一
年
先
輩
の

皆
さ
ん
が
一
堂
に
集
ま
り
友
情
を
深

め
励
ま
し
あ
う
集
会
を
計
画
し
ま
し

た
の
で
友
達
大
勢
と
お
い
で
下
さ
い

◇
と
き
　
　
三
月
二
十
四
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
一
時
～
三
時
半

◇
と
こ
ろ
　
西
寺
町
織
物
会
舘

◇
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　
開
会

　
　
　
　
母
校
の
校
歌
変
歓

　
　
　
　
生
活
ダ
の
発
表

　
　
　
　
市
長
の
激
励
の
こ
と
ば

　
　
　
　
講
師
の
話
（
桑
原
貞
子
先

　
　
　
　
生
）

　
　
　
　
く
じ
引
き

　
　
　
　
映
画

　
　
　
　
母
校
の
校
歌
変
歓

　
　
　
　
閉
会

置
…
…
＝
＝
…
…
一
＝
＝
…
…
…
…
≡
…
巳
…
…
＝
一
…
＝
…
器
＝
噛
…
…
鳴
…
…
一
≡
…
o
…
3
＝
謡
…
…
3
3
3
5
…
の
8
8
3
5
臨

　
　
　
生
活
文
の
募
集

0
内
　
　
容
　
社
会
人
一
年
生
（
職
場
や
家
庭
の
生

　
　
　
　
　
　
　
活
）
と
し
て
の
体
験
や
感
想
を
つ
づ

　
　
　
　
　
　
　
っ
た
も
の

◎
享
　
　
数
　
四
百
宇
詰
原
稿
用
紙
三
枚
以
内

◎
し
め
切
り
　
三
月
＋
八
日

◎
あ
て
先
　
学
校
町
　
十
日
町
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
社
会
教
育
課

◎
発
　
　
表

◎
記
念
品

◎
く
じ
引
き

青
少
年
の
つ
ど
い
の
日

応
募
者
全
員
に
さ
し
上
げ
ま
す

つ
ど
い
の
当
日
参
加
者
全
員
を
対
象

に
く
じ
引
き
を
し
当
選
者
に
景
品
を

あ
げ
ま
す
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，
■
轟
昌
昌
8
岩
一
＝
5
一
■
認
剛
昌
曽
富
＝
＝
＝
噌
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
認
一
一
＝
一
一
昌
一
＝
5
器
言
一
一
一
雷
一
＝
一
＝
一
騨
一
＝
＝
＝
器
＝
一
一
一
＝
認
＝
一
P
屡
器
噸
＝
一
8
0
一
匿
＝
影

一
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
－
3
一
3
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
雷
＝
＝
3
＝
＝
＝
＝
＝
－
一
＝
＝
＝
昌
＝
＝
層
暑
＝
一
一
＝
＝
＝
＝
＝
2
＝
一
8
3
零
＝
＝
3
＝
器
＝
一
雪
胚

12345
昭
和
3
8
年
度
測
量
士
・
同
士
補

　
　
試
験
・
受
験
講
習
会
の
開
催

講
習
会
の
日
時
及
場
所

臼り

日
時
　
　
自
昭
和
三
十
八
年
三
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
至
三
月
二
十
四
日

回
場
所
　
　
長
野
県
南
安
曇
郡
豊
科
町
県
立
南

　
　
　
　
　
　
安
暴
農
業
高
校

講
習
内
容
　
三
角
測
量
、
多
角
測
量
、
水
準
測

　
　
　
　
　
　
量
、
写
真
測
量
、
地
図
編
集
、
応

　
　
　
　
　
　
用
測
量

講
　
　
師
　
日
本
測
量
協
会
理
事
長
園
部
蔀
氏

　
　
　
　
　
　
東
京
大
学
　
　
　
大
島
太
市
氏

受
講
料
一
般
八
百
円
、
学
生
七
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
テ
キ
ス
ト
代
四
〇
〇
円

申
込
先
長
野
県
南
安
曇
郡
豊
科
町

　
　
　
　
　
　
県
立
南
安
曇
農
業
高
校
日
本
測
量

　
　
　
　
　
　
協
会
受
験
講
習
会
係
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り
』
＝
＝
．
2
窪
3
＝
＝
2
一
＝
＝
試
＝
一
＝
3
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
禰
＝
＝
騨
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
冨
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
鵬
蓄
霊
3
3
＝
＝
B
F
O

騒
＝
3
3
＝
器
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
3
呂
＝
一
富
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
昌
＝
＝
＝
＝
＝
＝
。
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
畢
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
豊
＝
＝
8
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海
上
自
衛
隊
航
空
学
生
募
集

1
採
用
人
員
　
　
三
十
名

2
応
募
資
格
　
　
昭
和
38
年
4
月
－
日
現
在
満
B

　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳
～
2
5
歳
未
満
で
高
校
卒

3
受
付
昭
和
38
年
3
月
－
日
～
5
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
5
β

4
試
　
　
験
　
　
昭
和
38
年
6
月
2
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
於
新
発
田
部
隊
）

5
入
　
　
隊
　
　
昭
和
3
8
年
9
月
下
旬

6
志
願
手
続
　
　
新
潟
地
方
連
絡
部
（
新
潟
市
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
番
堀
通
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
長
岡
出
張
所
（
長
岡
市
南
町
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
復
興
建
設
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田
出
張
所
（
高
田
市
南
城
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田
部
隊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
渡
駐
在
室
（
佐
渡
郡
相
川
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
渡
分
室
）

7
詳
細
は
新
潟
地
方
連
絡
部
へ
直
接
お
問
合
わ
せ

　
　
下
さ
い
。
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響
・
零
3
3
＝
＝
一
昌
冨
爾
昌
＝
冒
一
3
一
一
＝
鴫
騨
3
3
＝
雷
3
呂
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
零
3
＝
＝
昌
8
一
＝
＝
一
3
器
器
器
3
8
一
＝
＝
冒
B
呂
＝
一
霞
冨
望
亜
冨
一
■
霊
露
匿
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
蓼
‘
　
　
、
1
，
き
8
5
重
』
【
1

170
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飯
山
線
大
巾
、
匹
改
善

　
　
　
　
　
　
　
二
十
五
日
か
ら
始
発

　
　
　
　
　
長
野
行
き
準
急
”
野
沢
号
”

　
飯
山
線
の
改
善
に
つ
い
て
は
昨
年

新
潟
ゆ
き
準
急
が
実
現
し
、
同
線
輸

送
増
強
促
進
期
成
同
盟
会
で
は
更
に

大
巾
な
改
善
運
動
を
続
け
て
ま
い
り
甲

ま
し
た
ガ
、
今
回
長
野
ゆ
き
雌
急
も

実
現
し
、
二
十
五
日
か
ら
運
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
十

日
町
市
を
中
心
と
し
た
中
魚
沼
地
方

も
よ
う
や
く
ヒ
信
越
と
飯
山
線
の
接

売
ご
交
通
の
便
利
も
よ
く
な
っ
た
わ
『

け
で
す
が
、
な
お
デ
ー
ゼ
ル
カ
監
の

増
車
等
に
よ
り
大
巾
な
改
善
が
見
込

ま
れ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
長
野
ゆ

き
準
急
の
ダ
イ
ヤ
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
が
、
越
後
川
口
か
ら
十
日
町
ま

で
は
普
通
列
車
で
運
行
し
十
日
町
～

一
長
野
聞
を
準
急
で
走
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
長
野
ま
で
こ

れ
ま
で
三
時
間
余
も
か
、
っ
た
の
が

わ
す
か
二
時
閥
た
ら
す
で
行
け
る
よ

う
に
な
り
新
潟
行
き
と
合
わ
せ
て
日

．
帰
り
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
【
上
り
】
越
後
川
口
発
8
時
0
分
、

越
後
岩
沢
発
8
時
11
分
、
十
日
町
発

．
8
時
2
5
分
、
越
後
外
丸
8
時
49
分
、

森
宮
野
原
発
9
時
1
分
、
長
野
着
1
0

．
時
・
32
分
。

　
【
下
り
】
長
野
発
1
6
時
54
分
、
森
宮

野
原
発
1
8
時
3
4
分
、
越
後
外
丸
発
1
8

時
4
6
分
、
＋
日
町
蒲
四
時
9
分
（
＋

日
町
か
ら
越
後
川
口
ま
で
普
通
列

車
）
。

必
ず
補
充
選
挙
人
名
簿
の

申
請
を

　
来
月
は
市
畏
、
市
会
議
員
、
県
会

議
員
な
ど
い
く
つ
か
の
選
挙
が
行
わ

れ
ま
す
。
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
と
選
挙
権
が
あ
っ
て
も
こ

れ
ら
の
選
挙
に
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
選
挙
人
名
簿
に
は

毎
年
九
月
十
五
日
現
在
で
調
整
す
る

昭和38年度特別会計予算内訳

86，05Z，7CO円

1．70Z．700

3．737．700

基
本
選
挙
人
名
簿
と
選
挙
の
あ
る
都

度
申
請
に
よ
り
調
整
さ
れ
る
補
充
選

挙
八
名
簿
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
補

充
選
挙
人
名
簿
の
調
整
に
つ
き
ま
し

て
は
、
後
日
選
挙
日
が
確
定
次
第
、

各
世
帯
に
チ
ラ
シ
を
配
付
い
た
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
つ
ぎ
の

833，800

26．612．4（10

130，000

31Z．500

国民健康保険特別会計勘定

国民健康保険特別
会計診療施設勘定
公益質屋特別会計
と畜場特別会計
上水道特別会計
吉田簡易水道特別会計
水沢地区簡易水道特別会計

1億1，938万1，800円計ム
ロ

と
お
り
調
肇
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
見
観

込
み
で
あ
り
ま
す
．

A
、
県
会
議
員
の
分

一
、
調
整
日
現
在
”
四
月
三
日

①
昨
年
の
九
月
十
五
日
現
在
を
以
っ

　
て
調
整
十
二
月
二
十
円
確
定
し
た

　
基
本
選
挙
人
名
簿
に
漏
れ
た
八

②
昨
年
十
二
月
二
十
日
よ
り
四
月
三
㎜

　
日
（
昭
和
十
七
年
十
二
月
二
十
二

　
日
か
β
．
十
八
年
四
月
四
日
ま
で
に
〔

　
生
れ
た
）
満
二
十
才
に
な
っ
た
八
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

③
昨
年
六
月
十
六
日
よ
り
本
鉦
一
月
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

三
暴
歪
転
入
し
毫
の
｝

二
、
申
請
期
間
、
四
月
四
日
よ
り
さ

日
ま
で
こ
の
期
間
に
各
人
叉
茎

　
理
人
に
よ
り
申
請
す
る
　
　
　
　
｝

≡
一
、
調
整
期
限
盟
四
月
十
日
　
　
　
㎜

四
、
異
議
申
立
期
間
H
四
月
十
一
5
｝

　
よ
り
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
、
異
議
申
立
決
定
期
限
H
四
月
十
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
［

六
、
確
定
期
日
口
四
月
十
五
日
　
　
一

B
、
市
轟
並
び
に
市
会
議
昌
選
挙
の
一

　
　－
・
響
現
匪
旱
互

2
、
申
請
期
間
H
四
月
二
十
三
、
四
㎝

日
　
　
　
了
、
異
議
霊
決
定
期
限
－
四
月
二

錘
騨
雛
塑
輪
期
日
些
＋
八
日

　
日

雪
お
ろ
し
が
い
ら
な
い

切
5
三
璽
5
三
コ
一
■
一
＝
」
言
＝
哺
」
一
騨
匙
．
」
孟
三
『
董
…
藍
一
1
5
一
匙
3
三
篭
ξ
隔
言
5
己
看
三
曼
一
9
一
も
」
一
…
－
塁
看

　
　
　
　
　
　
　
　
た
て

　
咋
年
十
月
庸
兀
成
し
た
市
内
新
座
小

学
校
三
ッ
山
分
校
体
育
舘
の
屋
根
は

勾
配
二
十
二
度
（
四
寸
）
で
、
今
冬

雪
の
自
然
落
下
が
見
事
成
功
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
ゆ
る
い
勾
配

の
屋
根
で
果
し
て
男
が
ぽ
た
く
落

ち
る
の
か
と
心
配
さ
れ
て
い
た
も
の

で
す
が
、
毎
日
の
よ
う
に
降
り
続
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
畏

投
資
的
事
業
三
十
・
七
％

　
　
　
　
　
し
尿
処
理
場
建
設
に
四
千
二
百
万
円

　
去
る
六
日
か
ら
開
か
れ
て
い
る
三

月
定
例
市
議
会
に
ヒ
程
さ
れ
た
昭
和

三
十
八
年
度
の
十
日
町
市
一
般
会
計

才
入
、
才
出
予
算
は
、
五
億
五
千
四

百
七
十
三
万
二
千
五
百
円
で
前
年
度
．

に
比
べ
一
億
四
千
九
十
七
万
四
千
七

百
円
の
大
幅
な
増
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
は
水
沢
村
の
合
併
に
よ
り
当
初

予
算
直
後
に
約
九
千
万
円
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
実
質
的
増
は
約
五

千
万
円
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
内
訳
は
ま
す
才
出
で
、
市
役

所
費
の
｝
億
三
百
六
十
六
万
円
で
、

総
額
に
対
し
十
八
・
七
パ
ー
セ
ン
ト

を
筆
頭
に
、
教
育
費
の
九
千
二
百
十
一

五
万
円
、
十
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、

社
会
及
び
労
働
施
設
費
の
七
千
五
百

四
万
二
干
九
百
円
の
＋
三
・
五
バ
ー

セ
ン
ト
、
次
い
で
土
木
費
の
六
干
四

百
九
十
六
万
六
千
円
。
以
下
産
業
経

済
費
、
保
健
衛
生
費
、
消
防
費
、
諸

支
出
金
、
公
債
費
、
則
産
費
、
議
会

費
、
選
挙
費
、
予
備
費
、
統
計
調
査

費
の
順
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
教
育
費
は
、
十
日
町
小
学
校
の
建

築
が
ほ
と
ん
ど
完
了
し
た
こ
と
に
よ

り
約
四
千
万
円
減
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
．
投
資
的
事
業
は
三
†
・
七

パ
ー
セ
ン
ト
の
比
率
を
占
め
、
主
な

事
業
と
し
て
は
、

▽
し
尿
処
理
場
建
設
串
業

　
　
　
　
　
　
四
千
二
百
十
七
万
円

▽
辺
地
道
路
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
二
千
百
六
十
二
万
円

▽
道
路
、
橋
架
改
艮
事
業

　
　
　
　
　
　
　
二
千
四
十
六
万
円

▽
都
甫
計
圃
事
業

一
　
　
…
百
五
＋
万
円

一
▽
下
条
小
屋
体
改
築
事
業

一
　
　
　
　
　
　
一
千
二
百
七
万
円

｝
▽
農
業
土
木
、
林
道
事
業

　
　
　
　
　
　
一
千
百
八
†
一
万
円

な
ど
と
な
っ
て
お
り
ヤ
ベ
　
　
モ
ナ

票
八
再
を
計
上
い
た
し
て
奮

［
ま
す
・

春
先
に
多
い
火
事

　
　
　
　
　
　
　
火
の
も
と
に
ご
注
意

平
葺
の
屋
根

た
一
月
の
気
温
が
一
番
下
っ
た
と
き

で
も
最
高
二
十
移
で
、
あ
と
は
常
時

ぽ
た
く
と
落
ち
、
今
で
は
地
元
の

市
民
の
方
々
が
「
こ
ん
な
ゆ
る
い
勾

配
で
雪
が
落
ち
る
の
な
ら
、
屋
根
の

改
造
を
し
て
み
た
い
」
と
市
建
設
課

に
経
費
の
問
合
わ
せ
が
き
て
お
り
ま

す
。
一
応
さ
参
考
に
お
知
ら
せ
し
て

お
き
ま
す
。
　
【
写
真
は
雪
お
ろ
し
の

一
い
ら
な
い
た
て
軍
茜
、
耳
の
屋
根
】

－
消
防
署
に
寄
附

　
　
ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
こ
の
ほ
ど
消
訪
署
に
消
防
備
品
費

な
ら
び
に
物
件
の
寄
付
が
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
〔
現
金
寄
付
〕
（
消
防
備
品
購
入
費
）

▽
金
五
万
円
…
市
内
本
町
一
、
滝
沢

　
　
　
　
画
．
篭
5
三
讐
2
一
璽
＝
三
一
己
＝
幡
．
σ
＝
『
、
一
5
㌔
．
一
『
㌔
5

　
　
　
　
ヘ
　
コ

　
市
内
に
お
け
る
一
、
二
月
の
火
災

発
生
状
況
は
、
市
消
防
署
の
調
ぺ
に

ょ
り
ま
す
と
六
件
（
半
焼
一
、
部
分

焼
五
）
で
、
昨
年
に
く
ら
べ
ま
す
と

一
応
二
倍
の
数
字
塗
．
爪
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
原
因
を
調
べ
ま
す
と
、
漉

意
す
れ
ぱ
防
げ
る
も
の
ぱ
か
り
で
、

特
に
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
取
扱
い
、
降

雪
に
よ
る
煙
突
の
破
損
な
ど
に
は
十

分
気
を
つ
け
て
不
注
意
に
よ
る
火
災

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
　
〔
火
災
の
原
因
〕

0
炬
燵
の
過
熱
に
よ
る
も
の
…
三
件

．
②
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
転
倒
…
…
二
件
，

④
煙
突
の
不
備
…
…
…
…
…
↓
件

　
損
害
額
は
百
十
五
万
九
千
八
百
円
『

で
し
た
が
、
全
焼
の
火
災
が
な
か
っ

た
こ
と
は
不
幸
中
の
幸
い
で
す
。
こ

れ
も
防
火
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん

の
乙
協
力
に
よ
る
も
の
と
深
く
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
主
要

道
路
が
除
雪
さ
れ
、
消
防
車
の
運
行

も
で
き
る
と
い
う
も
の
の
、
裏
町
、

山
間
部
は
ま
だ
雪
の
た
め
出
動
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
か
ら
春
先
き
の

火
災
発
生
シ
ー
ズ
ン
に
は
火
の
販
扱

’
い
に
は
十
分
ご
注
意
い
た
♪
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

早
い
通
報
、
少
な
い
損
害

　
火
事
．
急
救
は
岬
一
九
番

　
　
　
　
光
義
氏
（
故
十
日
町
市

　
　
　
　
消
防
後
援
会
滝
沢
清
松

　
　
　
　
氏
の
香
典
返
し
）

▽
金
三
万
円
…
市
内
高
田
町
一
、
庭

　
　
　
　
野
健
一
郎
氏
（
火
災
に

　
　
　
　
ょ
り
焼
失
し
た
工
場
の

　
　
　
　
　
復
興
御
礼
）

〔
物
件
寄
付
〕

▽
衣
類
ロ
ッ
カ
ー
…
六
人
用
一
個
、

　
　
　
　
　
　
　
三
人
用
三
個
（
四

　
　
　
　
　
　
万
四
千
円
相
当
）

　
　
　
　
　
　
＋
円
町
織
物
工
業

　
　
　
　
　
　
　
協
同
組
合

▽
衣
類
ロ
ッ
カ
ー
…
六
人
用
二
個

　
　
　
　
　
　
　
（
二
万
八
千
円
相

　
　
　
　
　
　
　
当
）
、
会
議
用
机

　
　
　
　
　
　
　
三
個
（
九
千
円
相

　
　
　
、
甑
蓄
」
＝
篭
．
」
8
5
＝
』
F
里
Σ
一
置
－
一
＝
c

　
　
　
ロ

　
　
　
　
フ
タ

　
　
　
’

離
舗
號

菅
村
儀
三
氏
の
香

　
　
　
　
　
　
　
飢
’
返
し
）

市
に
感
謝
状

　
　
　
国
民
年
金
の
成
績
が

　
　
　
よ
く

　
十
日
町
．
市
は
こ
の
ほ
ど
園
民
年
金

扇
業
の
実
施
．
に
あ
た
り
、
事
務
処
理

の
適
確
と
保
険
料
の
収
納
に
極
め
て

『
成
績
が
よ
か
っ
た
の
で
、
社
会
保
険

一
庁
長
官
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

一
た
。
こ
れ
も
保
険
料
徴
収
員
の
皆
さ

｝
ま
を
は
じ
め
、
被
保
険
者
の
深
い
ご

…
理
解
と
ご
協
力
の
賜
も
の
で
あ
り
ま

｝
す
．

人
も
車
も
協
力
し
て

交
通
事
故
を
な
く
し
よ
う

主
要
道
路
の
除
雪
が
で
き
た
と
た
“

皿
ん
、
も
う
変
通
事
故
で
痛
ま
し
い
死
．

［
傷
者
が
出
て
い
ま
す
。
残
．
雪
の
せ
ま

い
道
路
、
暖
気
に
浮
か
れ
が
ち
の
陽

春
に
は
運
転
者
も
歩
行
者
も
十
分
注

ゑ
し
て
　
　
　
　
の
な
い
よ
う
お
　

酉
気
を
つ
け
ま
し
毫

ξ
薯
に
お
願
い
慕
走
肇
．

［
故
の
も
と
」

』
』
一
』
3
蟹
も
D
J
監
㌔
甲
～
』
」
一
『
も
．
5
…
㌦
；
『
一
晃
』
ζ
＝

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳

麗　
　
　
先
づ
新
潟
～
十
日
町
～
長
野

　
　
　
実
現
可
能

　
昨
年
よ
り
市
民
の
話
題
に
な
っ
て

お
り
ま
す
日
本
中
距
離
航
空
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
航
空
路
設
置
に
つ
い
て

、
去
る
二
月
六
日
、
日
本
中
距
離
航
空

株
式
会
社
の
開
発
次
長
高
松
文
武
氏

が
来
市
、
近
況
を
次
の
と
お
り
説
明

し
ま
し
た
．

　
昨
年
の
十
二
月
二
十
五
日
資
本
金

六
億
五
千
万
円
で
株
式
会
社
と
し
て

発
足
し
、
、
取
締
役
社
長
に
稲
壇
平
太

郎
氏
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

会
社
の
業
務
内
容
は

　
一
、
ヘ
リ
ボ
ー
ト
の
設
置
と
そ
の
管

　
理
畢
業

二
、
定
期
航
空
運
送
事
業

三
、
不
定
期
航
空
運
送
及
び
航
空
機

　
使
用
事
業

四
、
航
空
機
及
び
そ
の
附
属
品
の
修

　
理
事
業

五
、
そ
の
他
附
随
す
る
自
動
車
運
送

　
及
び
保
険
事
業

等
で
あ
り
ま
す
。

　
既
に
重
役
会
議
に
於
て
は
第
一
次

航
空
路
線
と
し
て

①
長
野
～
松
本
～
下
諏
訪

②
新
潟
～
十
日
酊
～
直
江
津
～
高
田

③
鹿
児
島
ぜ
都
城
～
指
宿

④
鹿
児
島
～
宮
崎
～
延
岡

⑤
鹿
児
島
～
霧
島

⑥
東
京
～
熱
海
～
下
田

⑦
尾
道
～
今
治

⑧
今
治
～
宇
和
島

⑨
今
治
～
高
知

⑩
宇
和
島
～
大
分

．
の
十
航
空
路
線
が
決
定
さ
れ
て
お
り

本
年
就
航
を
目
標
に
会
社
で
は
努
力

が
す
＼
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
間
題
の
東
京
～
新
潟
間
路
線
で
あ

り
ま
す
が
各
地
共
ヘ
リ
ボ
ー
ト
設
定

が
未
だ
決
定
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【

で
実
現
し
な
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
が

鰻
近
の
状
況
は
、
先
づ
東
京
基
地
に

つ
き
ま
し
て
は
ヘ
リ
ボ
ー
ト
設
置
だ

．
撫

◎
残
雪
で
道
が
せ
ま
い
期
間
は
必
要

　
以
上
に
軍
は
出
さ
な
い
よ
う
自
し

　
ゅ
く
し
て
下
さ
い
。

◎
ス
ビ
ー
ド
は
規
則
よ
り
お
そ
目
に

　
安
全
速
度
で
運
転
し
て
下
さ
い
。

◎
歩
行
者
や
自
転
車
の
安
全
を
見
き

　
わ
め
て
安
全
運
転
し
て
下
さ
い
。

㎜
◎
禁
酒
運
転
、
右
折
、
左
、
折
の
合
図

　
は
必
す
守
っ
て
下
さ
い
。

・
」
冒
も
三
一
『
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け
で
も
十
数
億
の
資
本
投
資
を
必
要

と
す
る
悩
み
が
あ
り
、
会
社
で
は
オ

リ
ン
ビ
ッ
ク
村
と
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ

ツ
を
結
ぶ
ヘ
リ
ボ
ー
ト
が
国
に
於
て

計
画
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
業
務
担
当

を
す
る
と
こ
ろ
か
ら
将
来
オ
リ
ン
ビ

ッ
ク
が
終
了
後
同
基
地
に
ボ
ー
ト
ビ

ル
を
設
け
る
よ
う
目
下
国
に
対
し
交

渉
中
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ま
で
は
現
在
東
京
都
に
於
て
ハ
ル
ミ

　
　
の
　
セ
　
　
ロ
ぬ
に
　
　
ヘ
リ

轟
鮮

　
　
　
　
に
お
　
い
つ
な
ゑ
す
る

一
な
ら
ケ
ガ
の
前
」

一

◎
必
す
右
側
の
端
を
注
意
し
な
が
ら

　
歩
い
て
下
さ
い
。

◎
道
を
横
切
る
と
き
は
必
す
左
右
を

　
よ
く
み
て
安
全
を
確
め
て
下
さ
い

　
　
ワ
キ
　
か
ら
　
　
に
ぬ
る
と
き
も

一
安
全
を
た
し
か
め
て
下
さ
い
・
走

　
っ
て
出
る
の
は
一
番
危
険
で
す
。

◎
残
雪
の
あ
る
期
間
、
早
目
に
安
全

　
の
と
こ
ろ
で
車
を
よ
け
ま
し
ょ

り

一
　
う
．
つ
づ
い
て
く
る
車
も
あ
り
ま

一
す
か
ら
注
意
し
ま
し
透

｝

◎
道
で
立
話
し
、
遊
び
は
や
め
ま
し

　
ょ
う
．

◎
道
に
物
を
置
く
こ
と
を
や
め
ま
し

騙
よ
う
．

轟
藷
ス
学
朔
薔
児
に
箋

　
　
　
の
つ
し
つ
け
ヒ
を
わ
　
い
い
た

鷲
課
縫
薄

皿
安
全
な
歩
き
方
や
、
車
の
乗
り
降
り

・
の
「
し
つ
け
」
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
「
し
つ
け
」
の
不
十
分
な
園
児
等
は

『
初
め
の
う
ち
は
送
り
迎
え
を
し
て
早

ヨ
に
　
ま
　
に
　
し
い
　
　
　
　
を

雇
つ
客
せ
て
下
さ
い
．

ロ
じ
で
プ
し
ロ
　
あ
　
タ
も
ニ
ニ
ワ
リ
ロ
ヨ
ニ
ヨ
ロ
も

一
ボ
ー
ト
を
建
設
致
し
ま
す
の
で
こ
れ

を
利
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
．

　
高
崎
基
地
は
予
定
が
変
り
沼
田
で

用
地
買
収
が
す
＼
め
ら
れ
て
い
る
そ

一
う
で
す
。
叉
前
橋
に
於
て
も
目
下
基

㎜
効
。
．
鴛
襲
餐
騰

㎜
近
く
ヘ
リ
挙
ト
設
置
の
建
を
行

7
垂
鯉
入
っ
て
お
呈
す
．

の

｝
長
岡
基
地
は
今
の
と
こ
ろ
市
財
敷
の

｝
面
に
若
干
困
難
が
あ
る
よ
う
で
す
。

一
新
潟
基
地
は
全
日
空
の
空
港
の
一
部

を
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
が
都
心
よ
り
離
れ
過
ぎ
る
と
こ
ろ

か
ら
将
来
は
新
潟
競
馬
場
附
近
に
基

地
を
設
置
す
る
よ
う
市
に
希
望
申
入

れ
を
し
て
お
り
ま
す
。
従
っ
て
路
線

は
い
ま
す
ぐ
決
定
と
い
う
わ
け
に
は

行
か
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
特
に
今
次
の
豪
雪
の
状
況
か
ら
冬

期
の
交
通
確
保
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

活
躍
が
深
く
認
識
さ
れ
新
潟
県
に
於

て
は
そ
の
必
要
性
が
高
く
評
価
さ
れ

て
菊
り
い
づ
れ
基
地
設
置
の
促
進
も

早
く
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

開
発
次
長
は
十
日
晦
基
地
が
早
く
出

来
れ
ば
新
潟
～
十
日
町
～
艮
野
間
の

就
航
を
先
づ
行
い
た
い
と
云
っ
て
お

り
ま
し
た
．
尚
マ
、
名
古
屋
と
結
び
新

潟
～
十
日
町
～
移
野
～
松
本
～
名
古

屋
路
線
も
実
現
出
来
る
と
い
っ
て
お

り
ま
す
。
長
野
某
．
地
は
市
営
飛
行
場

が
現
在
利
用
さ
れ
て
お
り
、
名
古
屋

基
地
は
既
に
名
古
屋
城
の
附
近
に
ヘ

リ
ボ
聖
ト
が
建
設
中
で
あ
り
会
社
に

近
く
出
資
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
の
で
こ
れ
も
叉
寧
．
現
が
早
い
そ
う

で
す
。

　
会
社
へ
の
出
資
に
つ
い
て
は
甚
地

の
地
元
投
資
額
は
二
千
万
円
位
希
望

し
て
お
り
ヘ
リ
ボ
ー
ト
の
設
置
経
費

に
充
て
る
も
の
で
す
。
市
で
は
商
工

会
議
所
を
通
じ
各
業
界
に
呼
び
か
け

そ
の
投
資
を
依
頼
し
近
く
打
合
せ
を

行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ヘ
リ
ボ
ー
ト
の
広
さ
は
二
千
坪
格

納
庫
、
ボ
ー
ト
ビ
ル
な
ど
基
地
施
設

を
建
設
し
旅
各
、
貨
物
、
郵
便
物
の

輸
送
の
ほ
か
緊
急
災
害
救
助
用
な
ど

に
も
活
用
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

　
料
金
、
時
間
等
は

①
東
京
～
十
臼
町
約
一
時
間
五
分

　
　
　
　
　
　
料
金
三
千
七
百
円
位

②
十
日
町
～
新
潟
約
三
十
五
分

　
　
　
　
　
　
測
金
一
千
九
百
円
位

③
十
日
町
～
長
野
約
二
十
五
分

　
　
　
　
　
　
料
金
一
千
三
百
円
位

④
長
野
～
名
古
屋
約
一
時
間
十
分

　
　
　
　
　
　
料
金
四
千
円
位

だ
そ
う
で
す
。
緊
急
の
用
務
に
は
非

常
に
便
利
と
な
る
わ
け
で
す
。

25

日
に
始
発
式

　
　
　
準
急
“
の
ざ
わ
号
4

　
十
日
町
～
長
野
間
の
準
急
“
の
ざ

わ
号
”
は
二
十
五
日
朝
八
時
二
十
五

分
の
始
発
運
転
で
開
通
い
た
し
ま

す
。
当
日
は
さ
き
の
準
急
“
う
お
の

号
”
と
同
様
、
十
R
町
駅
ホ
ー
ム
で

始
発
式
を
行
っ
て
そ
の
開
通
を
祝
い

ま
す
が
、
国
鉄
関
係
並
び
に
南
で
は

沿
線
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
な
る
べ
く

多
数
見
送
り
し
て
い
た
だ
く
よ
う
呼

び
か
け
て
お
り
ま
す
。
な
お
こ
の
準

急
“
の
ざ
わ
号
κ
の
名
称
に
つ
い
て

市
と
商
工
会
議
所
で
は
”
十
日
町
市

に
縁
の
あ
る
名
称
を
”
と
「
深
雪
」

の
名
を
あ
げ
長
野
鉄
道
管
理
局
に
陳

情
し
た
の
で
す
が
、
す
で
に
陳
情
以

前
に
「
の
ざ
わ
号
」
と
決
定
さ
れ
て

い
た
た
め
、
希
望
が
い
れ
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
．
一
応
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。
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